
 

第９回例会 2021.11.17（水） 

■出席率 会員７０名中５１名出席７２．８６％ 修正５６名８０%              
メイクアップ５名 

 

◆会長挨拶 一條 浩孝 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変おめでたいニュースがございました。 

当クラブ会員の渡邊和裕会員が、この度の秋の叙勲で旭日小綬章を受章されました。本

当におめでとうございます。渡邊さんは日本旅館協会副会長を４年間、また福島県の観光

連盟会長もお務めになられました。旭日小綬章は「国家または公共に対し顕著な功績を挙

げた方」に送られるものであるそうです。これまでも新聞紙上などで渡邊さんのご活躍は

度々拝見させていただいておりましたが、この度の受章はとりわけ同じロータリークラブ

会員として誇らしく思います。渡邊さんにはこの後、クラブ細則規定に従いましてお祝い

をお渡しさせていただきますと共に、受章のお気持ちなどをお話しいただくことになって

おります。 

さて、１１月７日いわき市で地区大会が開催されました。今回はコロナ禍での開催とい



 

うことで、密にならないようにとの配慮から地区役員の皆さんをはじめ会長幹事のみ会場

で参加させていただきました。地区大会の内容につきましては皆さんそれぞれご家庭やこ

の会場で YouTube をご視聴されたかと思いますので割愛させていただきますが、私がとて

も感銘を受けましたのは今回の会場、いわき秀英高校でした。ご存知の通りいわき秀英高

校は志賀ガバナーが同校の理事長であり創立者でもいらっしゃいます。ガバナー公式訪問

の際にも創立までに大変苦労された経緯についてお伺いいたしましたが、叙勲を受章され

た渡邊さんと同様、社会のために尽力された方の成果を形として拝見させていただき「本

当に素晴らしい」の一言でした。今のこの日本において高等学校を新設する難しさは想像

に難くありません。志賀ガバナーの執念ともいえる努力と、不肖私の日頃の行いと照らし

合わせた時に「もっともっと向上心を持って頑張らなければならない」と反省せずにはい

られました。現地で参加させていただき、いろんな思いを抱かせていただいた地区大会で

した。 

今日の例会ではお二人の会員スピーチがございます。佐久間功会員によります「日頃か

ら心がけている事」と、そして渡邊正義会員によります「仕事と人生」となっています。

お二人とも人生の大先輩でいらっしゃいますし、お二人の奉仕の理念を是非学ばせていた

だきたいと思っております。 
 
◆米山奨学金授与  
一條会長から米山奨学生ウ・シュウレイさん

に奨学金が授与されました。 
ウ・シュウレイさんからは、就職活動と学業で

忙しい毎日です。ご支援を忘れず立派な社会人

になれるよう頑張りますとのお話がありまし

た。 

 
 

 
 
 



 
◆誕生祝い  
齋藤弘之親睦活動委員長から、１１月に誕生日を迎えられた会員を同じ誕生日の有名人と

合わせてご紹介し、一條会長から「誕生祝」が贈られました。  
三瓶  善治  会員 S4.11.10  
丹治  洋子  会員 S29.11.25  
菅野  和宏  会員 S34.11.15  
宮城  貴志  会員 S44.11.25 
渡邊  勝   会員 S52.11.25 

 

 
 
◆旭日小綬章 受章祝贈呈 

   
渡邉和裕会員が旭日小綬章を受章

され、お祝いを贈呈しました。 
渡邉会員からは、これからも旅館

業と観光を通じた、まちづくり・地

域振興・地方創生の実現を目指すこ

とで、ロータリーの奉仕をしていき

たいとのお話がありました。 

 

 



 
◆ロータリーの友読みどころ ロータリー情報教育委員会高橋和之委員 

 

 ロータリーの友１１月号の読みどころ

について講義していただきました。 

 ガイ・ガンデイアーによると、ロータ

リアンの活動とは、①個人としての活動

②ロータリークラブにおける活動③同業

者の団体における活動④公共的かつ慈善

的奉仕とされ、ロータリアンはあらゆる

場面において奉仕に徹する使命があると

されます。 

２０２２年のロータリーの国際大会は

アメリカのヒューストンで行われる予定

であり、ヒューストンについての解説が

ありました。 

 

 

◆会員スピーチ１ 佐久間功会員 「日頃から心がけている事」 

 

 私は、福島商業高校卒業後、推薦入学で大学へ

進みました。 

 合格した大学は、長野市の信州大学、町田市の

桜美林大学、花巻市の奥州大学（富士大学と名前

が変わりました）の三大学で、一番入学金と学費

の安い奥州大学へ行きました。 

花巻市で下宿生活をアルバイトしながら学生生活

をしました。 

 下宿していたところに近い鮮魚店でのアルバイ

トでしたが、毎日魚の匂いが体から消えず悩んで

いたことを思い出します。 

 お菓子の修行は、東京自由ケ丘にある大手のお

菓子屋さんでの寮生活から始まりました、 

修行第一日目は朝 3 時に起こされ、夜の 10 時に

仕事が終わりました。とんでもない所へ来てしま

ったと当時は思いました。今思い出すとその経験

がその後の自分を磨き上げてきたのではないかと感じています。 



 
 私は、昭和 31 年に創業した父の跡を継ぐ二代目ですが、後を継ぐ息子がおりませんが、

娘にお婿さんを迎え、現在色々な経験をさせています。ただ、男の子がいなかったため、

扱いが解りませんので多少困っていますが、慣れるしか方法がありません。娘婿が一生懸

命勉強しようとしていますので一応は安心しています。 

 現在 73 歳ですので、何年後に 100 パーセント実務を離れる事ができるかわかりませんの

で、私自身まだまだ健康で頑張らなければならないと自分に言い聞かせています。 

 コロナ渦にあって、仕事への影響は随所に出ています。客単価の減少、仏事関係の引菓

子の需要低迷、町内会や会社関係の会議の激減、手土産の減少などなど、取り巻く環境は

決して良くなっておりません。 

・客単価の減少 

  カード払いの増加 

  菓子製造職人不足 

  一千万円×駐車台数 

・当社の心がけている事 

  販路拡大 返品のない取引 

美味しさの追求 

  名前を付ける 

  地域の特色を生かす 

・後継者と未来像 

  婿養子の教育 

  借入返済が終われば息子夫婦の好きなように。  

 

 ◆会員スピーチ２ 渡邊正義会員 「仕事と人生」 

 

 この度はスピーチの機会を頂きまして有難うございま

す。 私は昭和 23 年生まれの 73 歳です、あと一か月ちょっ

とで 74 になります。 私は清明町に三男 3男三女の末っ子

として生まれました。母親は私が一歳未満でガンで亡くな

りました、前にもお話ししましたが病人の乳を飲んでいた

ため 2歳頃迄歩けなかったそうで、黄疸にもなってこの子

は死ぬかもしれないと医者に言われたそうですが、母親が

亡くなって人工母乳になってからは元気になったと聞いて

います。 高校を卒業して東京の玩具問屋に就職して 29 歳

迄働いていましたが上司と喧嘩して辞めました、福島市に

帰ってブラブラしていまして親が見かねて今の会社を紹介

してくれました、社長以下 3人の小さな会社です。サンユ



 
ウ商事の名前の由来は 3 人の友 という意味でした。私が就職した年に父親は 72 歳で亡く

なりました、安心したのでしょうか?散々親不孝の限りをしましたから、32 歳で結婚をし

ましたがその席には両親はいませんでした、育ての親の姉が付き添いで居てくれました私

共の会社は県からの OB が代々社長を務めておりまして、今年 45 周年を迎えましたが私で

4代目です。ある建設会社の子会社的な立場で発足した会社で県から OB の受け入れ先と

していたんでしょう。 21 年前に私が社長に任命され、それからは OB は断りました OB 

の経費が結構高かった為であり何のメリット無いからです。子会社的な立場からも脱却し

真の独立した会社になりました。言い遅れましたが私どもの会社は土木資材の卸をしてお

りますが私が社長在任中経営の危機が 2度ありました、いわゆるコンクリートから人へと

いうキャッフレーズのもと公共工事が削減された時代でしたそれ以前からも建設業は冬の

時時代が続いていましたが民主党時代が決定的でした、約 2000 万円の不渡りを掴まされ毎

月 300 万、500 万と手形の返済に追われました、それが終わったら事務所に泥棒に入られ

まして 300kg 以上の金庫ごと盗まれました、11 月 30 日でした 5日が支払日だったのでこ

れはもう駄目だなと思いました、ダメもとで東邦銀行に借入金 5000 万円御願いしましたと

ころ快く承諾して頂きました。あの頃は建設業の不遇の時代でした。そんな時代を何とか

生き延びまして東日本大震災が起きたのです。 最初は仕事も手につかなくてどうしたらい

いのかと思い悩みました、しかし 6月頃に小学校の除染が発注され私共の会社は汚染土を

入れるピットの遮水シートの工事を下請けでやることになりましたそれからはその仕事が

多くなりました。 それが終わると除染の仕事があり下請ですが 1億 2億という仕事が続き

そのおかげで社内留保もかなりたまりました。今の新しい事務所は除染で出来た事務所で

す。廣澤さんにお世話になり土地探しから設計まで大変お世話になりました。これもロー

タリーに入れたからこそ人の縁だと感謝しております。しかし心の中でいつも葛藤は続い

ております、今の繁栄は自分の努力で勝ち得たものではないと、他人の犠牲の上に成り立

っているのだとつくづくそう思います、今は 12 人の所帯になりました。 私がロータリー

に再入会したのも誰かのためになりたい、誰かの役に立てたいそういう思いからでした、

その割には何の役にも立ててないという事が現実です。 残り少ない人生ですがロータリー

の仲間でおられたら幸せです。 以上とりとめの無い話で恐縮ですが終わりとします。 

 

◆次回例会 第１０回 2021.12.1 

・誕生祝い ロータリーの友読みどころ  

・会員スピーチ７ （青野 浩文会員：電力７０年の感謝） 

・会員スピーチ８ （大本 雅晴会員：私の仕事内容の紹介について） 


